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札
幌
圏
を
中
心
に
し
た
２
月
６
日

か
ら
の
記
録
的
大
雪
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
列
車
が
運
行
不
能
と
な
り

７
日
ま
で
全
面
運
休
し
ま
し
た
。 

 

交
通
障
害
は
14
日
の
通
常
運
行

再
開
ま
で
続
き
、
国
土
交
通
省
は
Ｊ

Ｒ
北
海
道
に
対
し
、
３
月
16
日
ま

で
に
徹
底
的
検
証
と
改
善
策
を
文
書

で
提
出
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

新
千
歳
空
港
で
は
航
空
機
が
離
発

着
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｊ

Ｒ
等
の
公
共
交
通
が
止
ま
り
、
約
４

０
０
０
人
が
空
港
に
滞
留
す
る
事
態

と
な
り
ま
し
た
。 

 

２
月
24
日
の
地
方
路
線
問
題
調

査
特
別
委
員
会
で
、
日
本
共
産
党
の

真
下
紀
子
議
員
は
、
20
日
か
ら
の

大
雪
で
も
全
面
運
休
が
発
生
し
た
こ

と
に
も
触
れ
、
道
が
示
し
た
「
可
能

な
限
り
の
協
力
」
は
具
体
性
を
欠

き
、
何
も
機
能
し
な
か
っ
た
と
指

摘
。 

 

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
、
雪

害
対
策
計
画
が
あ
っ
た
の
か
、
な
ぜ

機
能
し
な
か
っ
た
の
か
、
Ｊ
Ｒ
自
身

が
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
道
の
対

応
が
必
要
と
質
し
ま
し
た
。 

  
木
村
敏
康
鉄
道
担
当
局
長
は
、
自

社
や
グ
ル
ー
プ
会
社
等
で
対
応
す
る

と
し
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
見
解
に
対

し
、
外
部
か
ら
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
よ

る
応
援
は
可
能
だ
っ
た
と
の
べ
、
今

後
の
応
援
・
受
援
体
制
の
検
証
の
中

で
検
討
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
業
務
継
続
計
画

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
答
え
ま
し
た
。 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
、
無
差
別
攻
撃
を
激

化
さ
せ
、
数
千
人
の
命
を
犠
牲
に
し
て
難
民
は
２
０
０
万
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
原
発
を
攻
撃
し
世
界
の
大
惨
事
を
招
き
か
ね
な
い
、
常
軌
を

逸
し
た
侵
略
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
11
日
の
一
般
質
問
で
ロ
シ
ア

に
よ
る
軍
事
侵
略
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。  

真
下
紀
子
議
員
は
、
「
国
際
社

会
は
、
ロ
シ
ア
と
の
経
済
関
係
・

歴
史
的
交
流
を
置
い
て
で
も
、
軍

事
侵
略
を
平
和
的
に
止
め
よ
う
と
行

動
し
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
時

の
ソ
連
が
、
戦
後
処
理
の
『
領
土
不

拡
大
』
と
い
う
大
原
則
を
踏
み
に

じ
っ
た
結
果
、
今
も
解
決
さ
れ
な
い

日
露
間
の
領
土
問
題
。
返
還
交
渉
を

進
展
さ
せ
る
た
め
に
も
ロ
シ
ア
の
蛮

行
は
決
し
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
主
張
。 

「
わ
が
国
固
有
の
領
土
を
不
法
占

拠
さ
れ
て
い
る
当
事
者
と
し
て
、
自

 
 

  
 

 

北
海
道
議
会
は
３
日
、
「
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
略
に
対
す
る
決
議
」
を
全
会
一

致
で
議
決
し
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
の
３
人
の
議
員
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
連
帯
を
示
す
青
と
黄
の
リ
ボ

ン
を
着
用
し
て
、
本
会
議
に
臨
み

ま
し
た
。 

 

決
議
は
、
「
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
は
、
国
際

法
と
国
連

憲
章
の
重

大
な
違
反

で
断
じ
て

許
さ
れ
な

い
」
と
明

確
に
批
判

し
て
い
ま

す
。 

分
の
言
葉
で
抗
議
の
意
思
を
伝
え
、

即
時
攻
撃
中
止
を
強
く
求
め
る
べ

き
」
と
鈴
木
直
道
知
事
に
質
し
ま
し

た
。 「

ロ
シ
ア
と
の
交
流
を
積
み
上
げ

て
き
た
」
と
自
負
す
る
鈴
木
知
事

は
、
25
日
に
全
国
知
事
会
が
抗
議

声
明
を
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ

ア
軍
に
よ
る
攻
撃
・
主
権
侵
害
に
抗

議
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
撤
退
を
強
く
求

め
て
い
る
と
言
い
張
る
ば
か
り
で

す
。 真

下
議
員
は
、
「
岡
山
県
や
長
崎

県
の
知
事
、
苫
小
牧
市
長
、
北
見
市

長
、
帯
広
市
長
が
抗
議
の
文
書
を

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
送
っ
て
い
る
の

と
は
大
違
い
」
と
、
知
事
の
姿
勢
を

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。 



 

道
が
設
置
し
た
第
三
者
調
査

委
員
会
は
、
道
立
江
差
高
等
看

護
学
院
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
教
員
か
ら
の
学
生
や
元
学
生
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(

14
名)

に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ

が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
と

報
告
。
真
下
紀
子
議
員
は
昨
年

12
月
の
第
４
回
定
例
会
で
道

の
責
任
を
追
及
。
鈴
木
直
道
知

事
は
教
員
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
を

認
め
、
謝
罪
し
ま
し
た
。
２
月

16
日
、
道
が
委
任
し
た
弁
護

士
か
ら
被
害
者
側
に
損
害
賠
償

額
が
提
示
さ
れ
、
24
日
の
道

議
会
保
健
福
祉
委
員
会
で
、
真

下
議
員
が
質
問
。 

 

第
三
者
委
員
会
報
告
に
対
す

る
被
害
学
生
等
の
了
解
、
救
済

策
へ
の
被
害
学
生
等
の
意
向
の

反
映
な
ど
を
確
認
し
、
事
実
究

明
、
救
済
、
賠
償
、
処
分
、
謝

罪
の
い
ず
れ
も
欠
け
る
こ
と
な

く
対
応
す
べ
き
と
の
べ
、
道
の

対
応
を
求
め
ま
し
た
。 

 

三
瓶
徹
保
健
福
祉
部
長
は
、

「
自
宅
で
の
リ
モ
ー
ト
授
業
や

学
院
外
で
の
試
験
の
実
施
、
復

学
に
必
要
な
手
続
き
、
学
習
継

続
へ
の
意
向
な
ど
を
検
討
し
対

応
し
て
い
る
」
と
の
べ
、
「
パ

ワ
ハ
ラ
の
相
談
体
制
や
教
員
研

修
も
行
い
、
今
回
の
損
害
賠
償

に
は
授
業
料
の
返
還
や
慰
謝
料

も
含
ま
れ
、
教
員
か
ら
の
謝
罪

に
つ
い
て
道
の
考
え
を
提
案
し

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
長
期
に
わ
た

る
複
数
の
教
員
に
よ
る
パ
ワ
ハ

ラ
に
対
し
、
処
分
と
謝
罪
の
遅

れ
が
不
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
の
べ
、
厳
正

な
対
応
を
求
め

ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
困
窮
す

る
学
生
等
が
、
生
理
用
品
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
交
換

回
数
を
減
ら
し
た
り
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
代
用
す
る

な
ど
、
深
刻
な
事
態
が
顕
在
化

し
て
い
る
こ
と
を
、
昨
年
６
月

の
第
２
回
定
例
会
で
菊
地
葉
子

議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。 

11
日
の
一
般
質
問
で
真
下

議
員
は
、
40
年
前
、
当
時
、

保
護
者
負
担
だ
っ
た
道
立
高
校

の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
、

日
本
共
産
党
本
間
喜
代
人
議
員

が
公
費
負
担
を
求
め
た
質
問
を

引
用
し
、
「
翌
年
公
費
に
よ
る

設
置
が
実
現
し
た
。
あ
れ
か
ら

40
年
、
生
命
の
誕
生
に
と
っ

て
不
可
欠
な
公
衆
衛
生
用
品
の

生
理
用
品
を
、
女
子
生
徒
な
ど

が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
環
境

を
作
る
べ
く
、
歴
史
を
前
に
進

め
る
時
」
と
主
張
し
、
道
立
学

校
へ
の
生
理
用
品
の
設
置
を
強

く
求
め
ま
し
た
。 

倉
本
博
史
道
教
育
長
は
、

「
道
立
学
校
２
０
９
校
が
保
健

室
に
設
置
、
そ
の
う
ち
７
校
が

ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い
る
。
市

町
村
教
育
委
員
会
等
と
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
す
で
に
ト
イ

レ
に
設
置
し
て
い
る
道
立
学
校

の
現
状
や
課
題
な
ど
を
整
理
す

る
ほ
か
、
先
行
実
施
し
て
い
る

他
都
府
県
の
事
例
を
研
究
す
る

な
ど
、
本
道
に
お
け
る
取
組
を

検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

真
下
議
員
は
、
「
旭
川
市
で

は
、
市
が
配
布
す
る
生
理
用
品

と
は
別
に
、
申
請
し
な
く
て
も

自
由
に
使
え
る
環
境
を
作
ろ
う

と
、
「
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
旭
川
」

と
い
う
団
体
が
市
中
心
部
の
商

業
施
設
等
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
設
置
し
、
月
に
お
よ
そ
８

０
０
個
が
使
用
さ
れ
て
い
る
」

と
紹
介
。
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
と

の
べ
、
早
期
の
実
現
を
強
く
求

め
ま
し
た
。 

 復興庁と資源エネルギー庁が作成した、福島第一原

発から出た放射能汚染水を安全と宣伝するチラシを直

接学校に送付した問題について、11日の道議会一般質

問で、真下紀子議員は、安全神話の再来だと厳しく批

判しました。 

 真下議員は、「放射能汚染水の海洋放出は、被災地

も含め国民の理解は得られていない。安全を一方的に

宣伝することは、安全神話の再来だ」と強く批判し、

見解を質しました。 

 山岡庸邦経済部長は、「アルプス処理水は希釈する

など安全性の確保が必要」と答え、アルプス処理水の

ままでは安全が確保されていないことを示唆。 

 倉本博史道教

育長は、報道で

は東北の一部の

市町村において

回収していると

承知していると

のべ、住民はもとより国民の理解を得ながら対策を講

じることが重要と答弁。 

 真下議員は、「今も被災地が海洋放出には反対して

いるにかかわらず、アルプス処理水が安全と称するチ

ラシを学校に配布することは安全神話の再来」だと、

強く抗議しました。  


